
【引張試験片】

１．丸棒状試験片

つかみ部分の直径・長さは、使用する試験機に合わせる
必要があります
参考資料：500kNつかみ長さ.pdf

つかみ部分が短い場合は、メートル並目ねじ（例：
M24,M22,M20など）を切れば試験可能になります。
ねじ部長さは、ねじの呼び径の1.5倍から2倍が適当です。

２．平板状試験片

つかみ部分の長さは、使用する試験機に合わせる必要が
あります
参考資料：500kNつかみ長さ.pdf

３．管状試験片

※試験片および芯金の寸法については、個別
にご相談ください。

※必要な試料長さは、試験内容にも依存しますので、製作前に必ずお問い
合わせください。

※必要な試料長さは、試験内容にも依存しますので、製作前に必ずお問い
合わせください。

試験機でつかんだ際につぶれないよう、芯金を両端に
挿入する必要があります。

参考:JIS Z 3121:2013 図4

JIS Z 2241:2011 付属書E 箇条E.2.1
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